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1. 調査概要 

1.1. 調査概要 

（1）業務名  総合水泳・水遊場整備事業に伴う造成設計業務委託 

 

（2）目的   総合水泳・水遊場の整備に伴う敷地造成のための詳細設計等に資する地盤

調査資料を得ることを目的とする。 

 

（3）履行場所 箕面市粟生外院一丁目地内他 

 

（4）履行期間 自）令和 2 年 5 月 8 日 ～ 至）令和 2 年 9 月 30 日 

 

（5）主な調査内容 

 機械ボーリング          6 箇所（計 70.0m）※別孔含む 

 標準貫入試験          67 回 

 シンウォールサンプリング    2 本 

 室内土質試験          2 試料 

 スウェーデン式サウンディング 21 箇所（計 42.4m） 

詳細数量は、1.3 調査数量に示す。 

 

（6）発注者  箕面市 子ども未来創造局 総合水泳・水遊場整備室 

 

（7）受注者  株式会社ウエスコ  関西支社 

        〒540-0021 大阪市中央区大手通 2-2-13 

         ＴＥＬ   06－6943－1486（代表）  

         ＦＡＸ   06－6943－1487  

 

（8）担当者  株式会社ウエスコ  関西支社 地盤調査課 

        〒540-0021 大阪市中央区大手通 2-2-13 

         ＴＥＬ   06－6943－1900  

         ＦＡＸ   06－6943－4397  

調査担当者  ：藤澤 大悟 (技術士：建設部門[土質及び基礎]) 

  ：児玉 龍之介  



 

2 

1.2. 調査位置 

1）案内図 

 図 1-1に調査地案内図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 調査地案内図（スケール：図示） 

（地理院地図 GSI Maps より引用）  

調査地  
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2）調査地点 全域 

 図 1-2に調査地点（全域）を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 ボーリング調査位置 全域（S=1:2,000） 
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3）調査地点 造成部 

 図 1-3に調査地点（造成部）を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 調査位置 造成部（S=1:500） 
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建築 造成

Bor.No.2 Bor.No.4 Bor.No.5 Bor.No.6 その他

本孔 別孔 本孔 本孔 別孔 本孔 本孔 本孔

■機械ボーリング（ノンコアボーリング　深度50m以下）

粘性土・シルト m 2.0 0.0 2.0

礫混じり土砂 m 1.0 1.0

粘土・シルト m 22.7 6.2 4.5 3.5 3.4 3.2 1.9

砂・砂質土 m 2.6 1.0 1.6

礫混じり土砂 m 26.3 6.8 3.1 6.5 2.3 1.6 6.0

玉石混じり土砂 m 15.4 3.4 5.3 5.2 1.5

小計 m 70 .0 14 .0 0 .0 11 .0 10 .0 3 .0 11 .0 10 .0 11 .0 0 .00

■サンプリング

シンウォールサンプリング 粘性土 本 2 1 1

■サウンディング及び原位置試験

粘土・シルト 回 19 6 4 3 3 2 1

砂・砂質土 回 3 1 2

礫混じり土砂 回 28 7 3 7 2 3 6

玉石混じり土砂 回 17 4 6 5 2

合計 回 67 14 0 11 10 0 11 10 11 0

スウェーデン式サウンディング m 42.4 42.4

.

土粒子の密度試験 3個/試料 試料 2 1 1

土の含水比試験 3個/試料 試料 2 1 1

沈降分析（ふるい分析含） 試料 2 1 1

土の液性限界試験 6点/試料 試料 2 1 1

土の塑性限界試験 3個/試料 試料 2 1 1

土の湿潤密度試験 3個/試料 A法(寸法測定法) 試料 2 1 1

土の圧密試験 段階載荷 試料 2 1 1

UU試験 試料 2 1 1

資料整理とりまとめ ボーリング 6 本 業務 1

断面図等の作成 ボーリング 6 本 業務 1

電子成果品作成 地質調査業務 式 1

■現場内小運搬

人肩運搬 50m以下 t 1.3 1.3   

100m以下 t 0.0

100m超～300m以下 t 1.3

■足場仮設

平坦足場 箇所 4 1 1 1 1

湿地足場 箇所 0

水上足場 水深1m以下 箇所 1 フロート足場

■準備費

準備及び跡片付け 業務 1

環境保全 仮囲い 箇所 5 1 1 1 　 1 1

調査孔閉塞 箇所 6 1 1 1 1 1 1

実施
合計

1

Bor.No.3

1.3

造成

1

1

1

■電子成果品作成

三軸圧縮試験

特装車運搬（クローラ）

鉛直下方

■室内土質試験

単位
Bor.No.1

規格仕様
備考

φ86mm

標準貫入試験

数量内訳

種別

φ66mm

土の粒度試験

■資料整理とりまとめ等

数量

1

スウェーデン式サウンディング数量

地点名 貫入深さ（m）

SW No.0+5CL 1.3

SW No.0+5R20 1.4

SW No.1CL 1.2

SW No.1L20 2.0

SW No.1R20 3.0

SW No.2CL 2.4

SW No.2L20 0.5

SW No.2R20 1.3

SW No.2R40 1.8

SW No.3CL 0.7

SW No.3L10 3.3

SW No.3L17 2.8

SW No.3R10 0.9

SW No.3R20 2.5

SW No.3R40 2.4

SW No.4+10CL 2.9

SW No.4R30 3.0

SW No.5CL 2.4

SW No.5L15 1.9

SW No.5R15 1.7

SW No.6CL 3.0

計 42.4

1.3. 調査数量 

 表 1-1に調査数量の詳細を示す。 

表 1-1 調査数量表 
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2. 地形地質概要 

1）地形概要 

（1）位置、地形 

図 2-1 に調査地周辺の地形図を示す。 

調査地は、箕面市役所から東北東へ約 3km の位置にある。 

調査地周辺は箕面丘陵と呼ばれ、北側の北摂山地と南側の千里丘陵に挟まれた低平地が

広がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 調査地周辺の地形図（スケール：図示） 

（「地理院地図」を利用） 

  

調査地 

箕面市役所 
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（2）地形分類、土地利用 

図 2-2 に調査地周辺の地形分類を示す。 

調査地のうち、池（西の池）周辺の土地は、凹地・浅い谷に分類され、主に耕作地とし

て利用されている。また、上記の凹地・浅い谷の西側は、人工地形となり、国道に接する

範囲は切土地、その北側は盛土地・埋立地に分類される。盛土地・埋立地の範囲は箕面市

立第二総合運動場として利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 調査地周辺の地形分類（スケール：図示） 

（「地理院地図－数値地図 25000（土地条件）」を利用）  

調査地 
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（3）活断層 

図 2-3 に調査地周辺の活断層を示す。 

調査地では、ちょうど池（西の池）を横切るように東西方向に断層が確認される。断層

は縦ずれで南側が低下している。この断層は坊島断層と呼ばれ、有馬－高槻構造線の活断

層系に属し、室町時代～江戸時代に活動したことが確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 調査地周辺の活断層（スケール：図示） 

（「地理院地図－活断層図（都市圏活断層図）」を利用） 

  

調査地 
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2）地質概要 

（1）層序 

図 2-4 に大阪東北部における層序総括図を示す。 

中生代の変成岩類・深成岩類とそれを貫く岩脈類、中新世の貫入岩である宝山寺安山岩、

それらを覆う鮮新世～更新世の大阪層群、更新世中期～後期の段丘堆積物及び完新世の沖

積層からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 大阪東北部の層序総括図 

（「地質調査所; 大阪東北部地域の地質、p.7、平成 13 年 3 月」より） 

 

（2）分布 

図 2-5 に調査地周辺の地質図を示す。 

調査地周辺では、完新世の後背湿地（a）、更新世後期の低位段丘堆積物（tl）、更新世後

期～中期の中位段丘堆積物（tm）が分布する。 

 tm 面の堆積物は、最大径 26cm の亜角～亜円礫（砂岩礫が多い）が大阪層群の粘土～砂を

不整合に覆って堆積しており、地表付近は赤みを持っている。tl 面堆積物は、下部に砂礫

層が見られ、上部は粘土層あるいは砂層で構成されている。  
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図 2-5 調査地周辺の地質図(S=1:50,000) 

（「5 万分の 1 地質図幅 大阪東北部、京都南西部」より） 

調査地 
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3. 既存資料の整理 

1）市民体育館データ 

 図 3-1に市民体育館でのボーリング調査位置を示し、図 3-2にボーリングデータを示す。

詳細な調査位置や調査標高は不明である。概ね GL-8～-10m 付近より N 値があがる傾向が見

られる。地下水位は盛土下の基礎地盤表面付近に見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 調査位置（市民体育館データ） 
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図 3-2 ボーリングデータ（市民体育館データ） 
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2）公開データ 

 図 3-3 に公開データ（kunijiban）でのボーリング調査位置を示し、図 3-4、図 3-5 にボ

ーリングデータを示す。詳細な調査位置は不明である。体育館同様に、概ね GL-6～-10m 付

近より N 値があがる傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 調査位置（公開データ） 

（1）仮称 B-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 ボーリングデータ（公開データ）-1 

仮称 B-1 

仮称 B-2 

仮称 B-3 
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（2）仮称 B-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）仮称 B-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 ボーリングデータ（公開データ）-2 
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4. 調査方針 

4.1. 地質調査位置 

1）全域 

 ボーリング調査位置は、造成により主に埋土となる西の池およびその周辺にて、縦横断方

向に計 5 箇所実施した（本業務の造成設計範囲 4箇所及び公園調整池 1 箇所）。また、駐車

場及びテニスコートが計画される箇所付近にて 1箇所実施した。 

 西の池周辺では、表層付近の軟弱地盤の分布を詳細に把握するために、ボーリング間をス

ウェーデン式サウンディングにて補完した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 4-1 調査位置 全域（S=1:2,000） 
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（参考） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 総合水泳・水遊場の配置計画案 

（「箕面市総合水泳・水遊場整備事業全体構想・基本計画、令和元年 11 月、箕面市」より） 
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2）造成部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 調査位置 造成部（S=1:500）
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4.2. 各調査方法 

1）ボーリング調査 

（1）調査深度 

 以下の文献を参考として、ボーリング時の調査の堀止め条件は次の通りとした。 

 → 概ね N 値 20 以上を示す地層の層厚を 5m 以上確認 

 

参考文献 4-1 道路土工－盛土工指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「（社）日本道路協会；道路土工－盛土工指針（平成 22 年度版）、p.48、平成 22 年 4 月」より） 
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（2）調査方法 

 ボーリング機械は、回転式ボーリング機械を使用するものとし、所定の方向、深度に対し

て十分余裕のある能力を持つものを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-4 油圧式ﾛｰﾀﾘｰﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ試錐機の一般図 

「（公社）地盤工学会；地盤調査の方法と解説、p.193、平成 25 年 3 月」 

 

 a 仮設 

 足場、やぐら等は作業完了まで資機材類を安定かつ効率的な作業が行える状態に据付け

るとともに、資機材類についても安全かつ使いやすい位置に配置し、ボーリングや原位置試

験等に要する作業空間を良好に確保するよう設置する。 

 

 b 掘進 

ⅰ）孔口はケーシングパイプ又はドライブパイプで保護する。 

ⅱ）崩壊性の地層に遭遇して掘進が不可能になる恐れのある場合は、泥水の使用、もし

くはケーシングパイプの挿入により孔壁の崩壊を防止する。 

ⅲ）原位置試験、サンプリングの場合はそれに先立ち、孔底のスライムをよく除去する

ものとする。 

ⅳ）掘進中は掘進速度、湧水・逸水量、スライムの状況等に注意し、変化の状況を記録

する。 

ⅴ）孔内水位は、毎作業日、作業開始前に観測し、観測日時を明らかにする。 

ⅵ）コアチューブはコアの採取毎に水洗いして、残渣を完全に除去する。 

ⅶ）掘進中は孔曲がりのないように留意し岩質、割れ目、断層破砕帯、湧水漏水等に充

分注意する。特に湧水については、その量のほか、必要があれば水位（被圧水頭）を

測定する。 
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φ19゜47'

レンチグリップ

シュー

角ネジ ８山/25.4㎜

スプリットバレル

↑
↓ ↑

↓
φe3.5d5.1

レンチグリップ角ねじ ８山/25.4㎜

コネクターヘッド ４孔 角ねじ

ロードカップリング

ロッド
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ａ 2.5
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17.5

ｂ

56.0
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各　部

規格㎝

全長

81.0

ａシュー長さ
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ｂバレル長さ ｃヘッド長さ

56.0 17.5

ｄ外径

5.1

ｅ内径

3.5

φシュー角度

19゜47'

(単位：㎝)

2）標準貫入試験 

（1）調査深度 

 GL-1m から、1m 毎に実施した。 

 

（2）調査方法 

 a 目的 

原位置における地盤の硬軟や、締まり具合の判定、及び土層構成を把握するための試料採

取。 

 

b 試験等 

ⅰ）試験方法及び器具は、JIS A 1219（標準貫入試験方法）による。 

ⅱ）試験の開始深度は、GL-1m とする。 

ⅲ）原則として 1m ごとに実施する。 

ⅳ）打込完了後ロッドは 1 回転以上してからサンプラーを静かに引上げる。 

ⅴ）サンプラーの内容物は、スライムの有無を確認して採取長さを測定し、土質・色調・

状態・混入物等を記録した後、保存する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-5 標準貫入試験機の一般図 

「（公社）地盤工学会；地盤調査の方法と解説、p.284、平成 25 年 3 月」 

 
c 成果物 

試験結果及び保存用試料は、JIS A1219（標準貫入試験方法）及び地質・土質調査成果電

子納品要領（案）（国土交通省・平成 20 年 12 月）に従って整理し提出する。 
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3）シンウォールサンプリング 

（1）採取深度 

 以下の文献を参考に、N 値 4 以下の粘性土を対象として、地層毎にシンウォールサンプリ

ングを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「宅地防災研究会；宅地防災マニュアルの開設＜第二次改定版＞〔Ⅱ〕、pp.25,28、平成 19 年 12 月」より） 
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（2）調査方法 

 a 目的 

軟らかい粘性土や砂質土地盤を対象とした室内土質試験に供する乱れの少ない土試料の

採取。 

 

b 調査方法 

ⅰ）試料採取深さまでボーリング孔を掘削する。ボーリング孔は、サンプラーの外径に

応じた孔径とし、孔底のスライムを除去する。 

ⅱ）サンプラーを組み立てる。 

ⅲ）組み立てたサンプラーにボーリングロッドとピストンエキステンションロッドを継ぎ

足しながら孔底にサンプラーを下ろす。 

ⅳ）サンプラーが孔底に達したらピストンエクステンションロッドと固定器具を用いてピ

ストンを固定する。 

ⅴ）ボーリングロッドを利用してサンプリングチューブを連続的に押し込む。 

ⅵ）サンプリングチューブを押込んだ後、押込み長さを測定し、衝撃を与えないように静

かに引き上げる。 

ⅶ）試料に衝撃を与えないよう注意しながら、サンプリングチューブを慎重に取り外す。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-6 エキステンションロッド式サンプラーの例 

（「（公社）地盤工学会；地盤調査の方法と解説、p.232、平成 25 年 3 月」より） 
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4）室内土質試験 

（1）実施位置 

シンウォールサンプリングを実施した試料に対して、後に示す項目の室内土質試験を実

施した。また、以下の文献を参考に、N 値 20 以下程度の沖積世の砂質土を対象として、液

状化の判定を行うための土質試験を実施する予定であったが、対象となる地層の分布が確

認されなかった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「宅地防災研究会；宅地防災マニュアルの開設＜第二次改定版＞〔Ⅱ〕、p.191、平成 19 年 12 月」より） 

 

（2）調査項目・方法 

以下に、実施する各試験の項目および方法を示す。 

室内試験については、日本工業規格および地盤工学会基準に準拠する。 

 
表 4-1 室内試験の項目と方法 

試験名 準拠する規格・基準 

土粒子の密度試験 JIS A 1202 

土の含水比試験 JIS A 1203 

土の粒度試験 JIS A 1204 

土の液性限界・塑性限界試験 JIS A 1205 

土の湿潤密度試験 JIS A 1225 

土の段階載荷による圧密試験 JIS A 1217 

土の非圧密非排水（UU）三軸圧縮試験 JGS 0521 
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5）スウェーデン式サウンディング 

（1）調査深度 

 軟弱地盤を貫通し、その下位の貫入抵抗のある地層の上面を確認して終了した。 

 

（2）調査方法 

 a 目的 

原位置における土の静的貫入抵抗を測定する。 

 

b 調査方法 

ⅰ）スクリューポイントの付いたロッドに載荷用クランプを取り付け、底板を通して調査地点

上に鉛直に立て、このままでロッドが貫入するかどうかを確かめ、貫入する場合は貫入が止ま

ったときその貫入量を 50N に対する貫入量として記録する。 

ⅱ）10㎏ のおもりを載荷用クランプに載せ、①と同じ操作を行い、荷重 150N の貫入量として

記録する。 

ⅲ）次々に荷重を増加し、ⅱ）の操作を行う。 

ⅳ）載荷用クランプが底板に達したらロッドをつぎ足しⅰ）、ⅱ）の操作を行う。 

ⅴ）1000N でロッドの貫入が止まったら、ハンドルを取り付け次の目盛りまでハンドルに鉛直

方向の力が加わらないように回転し、貫入させるのに要する半回転数を記録する。これ以後の

測定は 25㎝ ごとに行う。ハンドルの回転方向は右回りとし、半回転を１回と数える。 

ⅵ）スクリューポイントが硬い層に達し貫入量 5㎝ 当たりの半回転数が 50回 以上になる場

合、又はハンドルの反発力が著しく大きくなる場合、大きな石などにつき当たり、空転する場

合には測定を終了する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7 スウェーデン式サウンディング試験機の例 
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4.3. 仮設搬入方法 

1）Bor.No.1、2 

（1）足場仮設 

 フロート足場。 

（2）搬入 

 クレーン付トラックから直接搬入（移動はフロート足場を使用）。 

（3）ボーリング時の掘削水 

 池の水を利用。 

（4）その他 

 防音対策を実施（シートの敷設）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-8 搬入仮設計画（Bor.No.1、2） 

トラック 

搬入 

フロート足場 
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2）Bor.No.3、4 

（1）足場仮設 

 平坦足場。 

（2）搬入 

 特装車（クローラ）運搬 140m（往復）。 

（3）ボーリング時の掘削水 

 池の水を利用。 

（4）その他 

 防音対策を実施（シートの敷設）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-9 搬入仮設計画（Bor.No.3、4） 

  

トラック 

搬入 

特装車運搬 

140m 
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3）Bor.No.5 

（1）足場仮設 

 平坦足場。 

（2）搬入 

 人肩運搬 40m（往復）。 

（3）ボーリング時の掘削水 

 池の水を利用（作業車による運搬）。 

（4）その他 

 搬入のため駐車場区画 3 台分を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10 搬入仮設計画（Bor.No.5） 

トラック 

搬入 

人肩運搬 

40m 
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4）Bor.No.6 

（1）足場仮設 

 平坦足場。 

（2）搬入 

 クレーン付トラックから直接搬入。 

（3）ボーリング時の掘削水 

 池の水を利用（作業車による運搬）。 

（4）その他 

 防音対策を実施（シートの敷設）。 

 事前に埋設管の図面を確認し、GL-1m までは手掘りによる試掘を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-11 搬入仮設計画（Bor.No.6） 

 

トラック 

搬入 
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5. 調査結果 

5.1. ボーリング調査 

1）Bor.No.1（孔口標高：84.82m，掘進長：14.00m） 

 

（1）土質区分 

 表 5-1に Bor.No.1 地点の土質区分を示す。 

 

表 5-1 土質区分（Bor.No.1） 

深度:m 地層名 色調 記  事 

1.00 シルト質粘土 暗褐 
粘土主体。シルトが全体に混じる。細砂が全体に少し混

じる。高含水。 

1.45 礫混じり粘土 青褐灰 粘土主体。φ2～20mm の角礫が混じる。 

1.90 
粘土混じり砂

礫 
褐灰 

φ2～15mm の角礫主体。粘土混じりの細砂～粗砂充填する。

中含水。 

3.00 砂質シルト 青褐灰 粘土主体。細砂が全体に少し混じる。中含水。 

3.70 
粘土混じり砂

礫 
青褐灰 

φ2～15mm の角礫主体。粘土混じりの細砂～粗砂充填する。

中含水。 

4.75 シルト質粘土 暗青灰 粘土主体。シルト全体に混じる。高含水。 

5.20 砂質粘土 暗青灰 粘土主体。細砂全体に混じる。高含水。 

5.50 
シルト混じり

粘土 
暗青灰 粘土主体。細砂が全体に少し混じる。中含水。 

6.65 
粘土混じり砂

礫 
暗灰 

φ2～30mm の角礫主体。粘土混じる。細砂～粗砂充填する。

中含水。 

7.50 砂混じり粘土 暗褐灰 粘土主体。細砂～中砂が全体に混じる。低含水。 

7.90 シルト質粘土 暗褐灰 粘土主体。炭化物が混じる。 

8.50 粘土質砂 暗褐灰 細砂主体。粘土全体に混じる。低含水。 

11.50 砂礫 暗灰 
φ2～50mm の角～亜角礫主体。粘土混じりの細砂～粗砂が

充填。高含水。 

11.90 砂 暗灰 細砂～粗砂主体。高含水。 

12.50 砂混じり粘土 暗灰 粘土主体。細砂が不規則にシーム状に混じる。低含水。 

14.00 砂礫 暗灰 
φ2～30mm の角～亜角礫主体。粘土混じりの細砂～粗砂が

充填。高含水。 
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（2）コア写真 

図 5-1に Bor.No.1 地点のコア写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 コア写真（Bor.No.1） 

 

（3）孔内水位 

  ボーリング時の初期水位は、西の池の水位と同じとなる。 
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2）Bor.No.2（孔口標高：85.02m，掘進長：11.00m） 

（1）土質区分 

 表 5-2に Bor.No.2 地点の土質区分を示す。 

表 5-2 土質区分（Bor.No.2） 

深度:m 地層名 色調 記  事 

0.80 シルト質粘土 暗灰褐 
粘土主体。シルト全体に混じる。植根、腐植物がわずかに

混じる。高含水。 

1.60 
粘土混じり砂

礫 
農灰 

2～20mm の亜角～角礫主体。粘土混じる細砂～粗砂が充填

する。高含水。 

2.00 砂混じり粘土 暗青灰 粘土主体。細砂全体に少し混じる。低含水。 

3.00 
礫混じり砂質

シルト 
暗青灰 

シルト主体。細砂～粗砂全体に混じる。2～5mm の礫混じる。

低含水。 

5.00 
玉石混じり粘

土質砂礫 
暗青灰 

5～25mm の礫主体。粘土混じる細砂～粗砂が充填する。80mm

程度の粗石いくつか点在する。低含水。 

5.50 礫混じり粘土 暗褐灰 粘性土主体。細砂全体に混じる。2～5mm の礫少し混じる。 

6.00 
粘土混じり砂

礫 
暗灰 

2～70mm の礫主体。粘土混じる細砂～粗砂が充填する。下

部にいくにつれ礫径大きくなる。低含水。 

6.40 礫混じり粘土 暗灰褐 
粘土主体。細砂全体に混じる。2～5mm の礫少し混じる。高

含水。 

7.70 
粘土混じり砂

礫 
暗灰 

2～70mm の礫主体。粘土混じる細砂～粗砂が充填する。下

部にいくにつれ礫径大きくなる。高含水。 

8.20 粘土 暗灰 粘性土主体。細礫少し混じる。低含水。 

8.70 
粘土混じり砂

礫 
暗灰 

5～25mm の礫主体。粘土混じる細砂～粗砂が充填する。低

含水。 

9.60 粘土 暗灰 
粘土主体。細砂～粗砂全体に混じる。2～5mm の礫少し混じ

る。低含水。 

11.00 
玉石混じり 

粘土質砂礫 
暗褐灰 

2～70mm の礫主体。粘土混じる細砂～粗砂が充填する。80mm

程度の粗石いくつか点在する。低含水。 

（2）コア写真 

図 5-2に Bor.No.2 地点のコア写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 コア写真（Bor.No.2） 

（3）孔内水位 

 ボーリング時の初期水位は、西の池の水位と同じとなる。  
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3）Bor.No.3（孔口標高：87.42m，掘進長：10.00m） 

 

（1）土質区分 

 表 5-3に Bor.No.3 地点の土質区分を示す。 

 

表 5-3 土質区分（Bor.No.3） 

深度:m 地層名 色調 記  事 

0.60 礫混じり粘土 褐灰 粘土主体。耕作土。低含水。 

1.80 
礫混じり砂質

シルト 
白灰 

シルト主体。細砂全体に混じる。2～4mm の風化した礫混じ

る。低含水。 

2.80 
粘土混じり砂

礫 
灰茶 

細砂～粗砂主体。粘土全体に混じる。3～6mm の礫多く混じ

る。低含水。 

3.80 粘土 暗灰褐 
粘土主体。細砂全体に少し混じる。3.00m から有機質粘土

になり粘性が強い。低含水。 

4.50 礫混じり粘土 暗青灰 粘土主体。2～5mm の礫全体に混じる。低含水。 

7.70 
粘土混じり 

砂礫 
暗青灰 

φ2～50mm の亜礫～角礫主体。粘土混じりの粗砂充填する。

低含水。 

10.00 粘土質砂礫 暗青灰 
2～70mm の亜角～角礫主体。粘土質の粗砂充填する。低含

水。 

 

（2）コア写真 

図 5-3に Bor.No.3 地点のコア写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 コア写真（Bor.No.3） 

 

（3）孔内水位 

 ボーリング時の初期水位は、GL-2.7m にて確認される。 
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4）Bor.No.4（孔口標高：87.82m，掘進長：11.00m) 

 

（1）土質区分 

 表 5-4に Bor.No.4 地点の土質区分を示す。 

 

表 5-4 土質区分（Bor.No.4） 

深度:m 地層名 色調 記  事 

1.50 砂混じり粘土 暗茶 
粘土主体。表層は耕作土。細砂～粗砂が全体に混じる。

低含水。 

3.80 
粘土混じり砂

礫 
暗褐灰 

粗砂主体。2～6mm の礫が混じる。粘土が全体に混じる。低

含水。 

5.40 粘土 暗青灰 粘土主体。2～4mm の礫が少し混じる。低含水。 

5.70 砂質粘土 灰 粘土主体。中砂多く混じる。低含水。 

11.00 
玉石混じり 

砂礫 
黒灰 

50～100mm の玉石。隙間に細砂～中砂が充填する。2～4mm

の礫が混じる。 

 

（2）コア写真 

図 5-4に Bor.No.4 地点のコア写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 コア写真（Bor.No.4） 

 

（3）孔内水位 

 ボーリング時の初期水位は、GL-2.3m にて確認される。 
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5）Bor.No.5（孔口標高：86.00m，掘進長：10.00m) 

 

（1）土質区分 

 表 5-5に Bor.No.5 地点の土質区分を示す。 

 

表 5-5 土質区分（Bor.No.5） 

深度:m 地層名 色調 記  事 

1.15 砂混じり粘土 暗茶 
粘土主体。細砂～粗砂全体混じる。2～5mm の礫わずかに混

じる。0.4～0.5m 間はコンクリート。低含水。 

2.60 砂礫 淡緑灰 
2～5mm の礫主体。細砂～粗砂が充填する。10cm の玉石が

存在する。中含水。 

3.80 粘土 濃茶 
粘土主体。細砂が全体に混じる。有機質粘土で、腐植木片

が点在する。低含水。 

4.60 粘土 淡緑灰 
粘土主体。細砂が全体に混じる。2～5mm の礫わずかに混じ

る。低含水。 

9.80 
玉石混じり砂

礫 
淡緑黒 

7～50mm の粗礫主体。細砂～粗砂が充填する。70～100mm の

粗石が点在する。低含水。 

10.00 
粘土混じり砂

礫 
淡褐黒 

2～5mm の礫主体。粘土混じりの細砂～粗砂が全体に混じ

る。 

 

（2）コア写真 

図 5-5に Bor.No.5 地点のコア写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-5 コア写真（Bor.No.5） 

 

（3）孔内水位 

 ボーリング時の初期水位は、GL-1.7m にて確認される。 
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6）Bor.No.6（孔口標高：91.53m，掘進長：11.00m) 

 

（1）土質区分 

 表 5-6に Bor.No.6 地点の土質区分を示す。 

 

表 5-6 土質区分（Bor.No.6） 

深度:m 地層名 色調 記  事 

1.00 
盛土・礫混じ

り粘土 
褐 

粘土主体。細砂全体に多く混じる。細礫全体に混じる。

低含水。0～0.2m まではコンクリート。 

2.60 
盛土・粘土混

じり砂 
褐 

細砂～粗砂主体。粘土全体に混じる。2～5mm の礫わずかに

混じる。低含水。 

5.00 
盛土・粘土混

じり砂礫 
褐 

2～40mm の亜角～角礫主体。細砂～粗砂を充填する。含水

量少ない。礫は風化し軟質になっている。低含水。 

5.90 砂質粘土 淡褐 
粘土主体。粘土はブロック状になる。細砂～粗砂全体に混

じる。2～5mm の礫わずかに混じる。低含水。 

9.50 
粘土混じり砂

礫 
青褐灰 

2～40mm の亜角～角礫主体。細砂～粗砂を充填する。中含

水。 

11.00 
玉石混じり砂

礫 
暗茶黒 

2～60mm の亜角～角礫主体。細砂～粗砂を充填する。50～

100mm の粗石混じる。低含水。 

 

（2）コア写真 

図 5-6に Bor.No.6 地点のコア写真を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-6 コア写真（Bor.No.6） 

 

（3）孔内水位 

 明確なボーリング初期水位は確認できていない（泥水使用のため）。 

 

  



36 

5.2. 標準貫入試験 

1）Bor.No.1 

 表 5-7に Bor.No.1 地点の標準貫入試験結果の一覧を示す。 

 

表 5-7 標準貫入試験結果一覧（Bor.No.1） 

孔番 土質区分 
試験深度 

（GL- m） 

10cm ごとの打撃回数 
N 値 

0～10 10～20 20～30 

Bor.No.1 

礫混じり粘土 1.15～1.45 3 2 3 8/30 

砂質シルト 2.15～2.45 2 2 2 6/30 

粘土混じり砂礫 3.15～3.45 8 8 9 25/30 

シルト質粘土 4.15～4.45 4 4 5 13/30 

シルト混じり粘土 5.15～5.45 3 3 3 9/30 

粘土混じり砂礫 6.15～6.45 7 11 12 30/30 

砂混じり粘土 7.15～7.45 4 4 6 14/30 

粘土質砂 8.15～8.45 4 6 5 15/30 

砂礫 

9.15～9.29 37 13/4  50/14 

10.15～10.45 6 22 18 46/30 

11.15～11.36 17 30 3/1 50/21 

砂混じり粘土 12.15～12.45 5 8 12 25/30 

砂礫 
13.15～13.35 26 24  50/20 

14.15～14.42 16 18 16/7 50/27 

 

 

2）Bor.No.2 

 表 5-8に Bor.No.2 地点の標準貫入試験結果の一覧を示す。 

 

表 5-8 標準貫入試験結果一覧（Bor.No.2） 

孔番 土質区分 
試験深度 

（GL- m） 

10cm ごとの打撃回数 
N 値 

0～10 10～20 20～30 

Bor.No.2 

粘土混じり砂礫 1.15～1.45 7 7 8 22/30 

礫混じり砂質シルト 2.15～2.45 2 2 3 7/30 

玉石混じり 

粘土質砂礫 

3.15～3.45 6 7 8 21/30 

4.15～4.45 11 18 21 50/30 

礫混じり粘土 5.15～5.45 4 5 5 14/30 

礫混じり粘土 6.15～6.45 4 11 22 37/30 

粘土混じり砂礫 7.15～7.45 9 11 13 33/30 

粘土混じり砂礫 8.15～8.45 10 13 11 34/30 

粘土 9.15～9.45 5 5 6 16/30 

玉石混じり 

粘土質砂礫 

10.15～10.34 17 33/9  50/19 

11.15～11.40 17 17 16/5 50/25 
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3）Bor.No.3 

 表 5-9に Bor.No.3 地点の標準貫入試験結果の一覧を示す。 

 

表 5-9 標準貫入試験結果一覧（Bor.No.3） 

孔番 土質区分 
試験深度 

（GL- m） 

10cm ごとの打撃回数 
N 値 

0～10 10～20 20～30 

Bor.No.3 

礫混じり砂質シルト 1.15～1.45 2 2 2 6/30 

粘土混じり砂礫 2.15～2.45 3 4 4 11/30 

粘土 3.15～3.45 1 1 1 3/30 

礫混じり粘土 4.15～4.45 4 5 8 17/30 

粘土混じり砂礫 

5.15～5.45 6 8 10 24/30 

6.15～6.45 8 12 11 31/30 

7.15～7.45 10 12 13 35/30 

粘土質砂礫 

8.15～8.45 7 7 8 22/30 

9.15～9.45 7 9 10 26/30 

10.15～10.45 10 12 13 35/30 

 

 

4）Bor.No.4 

 表 5-10に Bor.No.4 地点の標準貫入試験結果の一覧を示す。 

 

表 5-10 標準貫入試験結果一覧（Bor.No.4） 

孔番 土質区分 
試験深度 

（GL- m） 

10cm ごとの打撃回数 
N 値 

0～10 10～20 20～30 

Bor.No.4 

砂混じり粘土 1.15～1.45 1 1 1 3/30 

粘土混じり砂礫 
2.15～2.45 5 6 7 18/30 

3.15～3.45 3 5 4 12/30 

粘土 
4.15～4.45 2 2 2 6/30 

5.15～5.45 2 2 3 7/30 

玉石混じり砂礫 

6.15～6.45 7 8 7 22/30 

7.15～7.45 8 9 10 27/30 

8.15～8.45 8 11 11 30/30 

9.15～9.45 11 14 17 42/30 

10.15～10.45 15 14 16 45/19 

11.15～11.45 10 13 12 35/25 
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5）Bor.No.5 

 表 5-11に Bor.No.5 地点の標準貫入試験結果の一覧を示す。 

 

表 5-11 標準貫入試験結果一覧（Bor.No.5） 

孔番 土質区分 
試験深度 

（GL- m） 

10cm ごとの打撃回数 
N 値 

0～10 10～20 20～30 

Bor.No.5 

砂礫 
1.15～1.45 3 4 4 11/30 

2.15～2.45 5 4 6 15/30 

粘土 3.15～3.45 2 2 2 6/30 

粘土 4.15～4.45 3 3 2 8/30 

玉石混じり砂礫 

5.15～5.45 10 9 10 29/30 

6.15～6.45 11 14 16 41/30 

7.15～7.45 18 16 18 52/30 

8.15～8.45 10 12 11 33/30 

9.15～9.45 9 13 12 34/30 

粘土混じり砂礫 10.15～10.45 7 8 8 23/30 

 

 

6）Bor.No.6 

 表 5-12に Bor.No.6 地点の標準貫入試験結果の一覧を示す。 

 

表 5-12 標準貫入試験結果一覧（Bor.No.6） 

孔番 土質区分 
試験深度 

（GL- m） 

10cm ごとの打撃回数 
N 値 

0～10 10～20 20～30 

Bor.No.6 

盛土・粘土混じり砂 
1.15～1.45 3 5 6 14/30 

2.15～2.45 6 7 9 22/30 

盛土・粘土混じり砂礫 
3.15～3.45 6 4 11 21/30 

4.15～4.45 3 8 8 19/30 

砂質粘土 5.15～5.45 2 3 4 9/30 

粘土混じり砂礫 

6.15～6.45 7 12 12 31/30 

7.15～7.45 7 8 8 23/30 

8.15～8.45 11 7 13 31/30 

9.15～9.45 9 7 11 27/30 

玉石混じり砂礫 
10.15～10.35 16 34  50/19 

11.15～11.35 20 30  50/25 
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Bor.No.1 1T-1 Bor.No.3 3T-1

0.00-0.85m 3.00-3.70m

湿潤密度 ρt g/cm
3 1.308 1.547

乾燥密度 ρd g/cm
3 0.557 0.936

土粒子の密度 ρs g/cm
3 2.519 2.437

自然含水比 wn % 136.9 67.5

間隙比 e 3.576 1.657

飽和度 Sr % 96.4 99.4

礫分 % 0.0 0.0

砂分 % 0.8 1.9

シルト分 % 36.3 32.9

粘土分 % 62.9 65.2

最大粒径 Dmax mm 2.0 2.0

液性限界 wL % 105.2 79.3

塑性限界 wP % 38.2 32.0

塑性指数 Ip 67.0 47.3

地盤材料の分類名
粘土

(高液性限界)
粘土

(高液性限界)

分類記号 (CH) (CH)

試験方法 段階載荷 段階載荷

圧縮指数 Cc 1.08 0.64

圧密降伏応力 pc kN/m2 9 159

三軸試験条件 UU UU

全応力 ｃ kN/m2 6 33

全応力 φ ° 0.0 0.0

分類

せん断

試料番号

深　　さ

一般

粒度

ｺﾝｼｽﾃﾝｼ-
特性

圧密

5.3. 室内土質試験 

 表 5-13 に室内土質試験結果の一覧表を示す。データシートは巻末に添付する。 

 

表 5-13 室内土質試験結果一覧 
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5.4. スウェーデン式サウンディング 

 表 5-14 にスウェーデン式サウンディング各地点の地盤高と貫入深さを示す。 

 各地点の詳細は、巻末のデータシートに示す。 

 

表 5-14 スウェーデン式サウンディング各地点の地盤高と貫入深さ 

地点名 地盤高（m） 貫入深さ（m） 

SW No.0+5CL 84.16 1.38 

SW No.0+5R20 84.21 1.46 

SW No.1CL 84.82 1.25 

SW No.1L20 85.43 2.00 

SW No.1R20 84.93 3.05 

SW No.2CL 85.02 2.40 

SW No.2L20 85.42 0.55 

SW No.2R20 85.00 1.37 

SW No.2R40 87.12 1.82 

SW No.3CL 85.12 0.72 

SW No.3L10 85.90 3.30 

SW No.3L17 87.53 2.83 

SW No.3R10 85.31 0.90 

SW No.3R20 87.60 2.55 

SW No.3R40 87.40 2.45 

SW No.4+10CL 87.82 2.94 

SW No.4R30 87.52 3.02 

SW No.5CL 87.82 2.40 

SW No.5L15 87.89 1.92 

SW No.5R15 87.75 1.72 

SW No.6CL 88.55 3.02 
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6. 考察 

6.1. 地層推定断面図 

1）地層構成 

調査地の地層は上位より、表土（Ts）、盛土（B）、上部礫質土層（Dg2）および上部粘性

土層（Dc2）、下部粘性土層（Dc1）および下部砂礫層（Dg1）の順に構成される。また、西

の池および調整池の池底には、池底堆積物（Pd）が堆積する。 

表 6-1 に調査地の各地層の層相を示す。 
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表 6-1 各地層の層相 

地質 

年代 
地質区分 

記 

号 
構成土質 層相 

新 

生 

代 

第 

四 

紀 

現 

世 

表土 Ts 
砂混り粘土 

礫混り粘土 

粘土主体。細砂～粗砂が全体に混じる。

低含水。 

盛土 B 

礫混り粘土 

粘土混り砂 

粘土混り砂礫 

GL-0.2m までコンクリート。GL-1.0m ま

で礫混じり粘土。GL-2.6m まで粘土混じ

り砂。以深、粘土混じり砂礫状となり、

φ2～40mm の亜角～角礫主体。細砂～粗

砂を充填する。礫は風化し軟質になっ

ている。低含水。 

池底堆積物 Pd 

西 

の 

池 

部 

シルト質粘土 

礫混り粘土 

粘土主体。シルト全体に混じる。細砂

が全体に少し混じる。植物根、腐植物

がわずかに混じる。高含水。一部、φ2

～20mm の角礫が混じる。 

調 

整 

池 

部 

砂混り粘土 

粘土主体。細砂～粗砂全体に混じる。

φ2～5mm の礫わずかに混じる。低含水。

間に 10cm 程度のコンクリート片を確

認。また、植物根多数混入。 

更 

新 

世 

洪 

積 

層 

上部 

砂礫 
Dg2 

粘土混り砂礫 

砂礫 

φ2～20mm の亜角～角礫主体。粘土混じ

りの細砂～粗砂充填する。一部、10cm

の玉石が点在する。 

上部 

粘性土 
Dc2 

粘土 

シルト質粘土 

シルト混り粘土 

砂質粘土 

砂混り粘土 

砂質シルト 

礫混り砂質シルト 

礫混り粘土 

粘土主体。シルト、細砂が全体に混じ

る。一部、粗砂、2～5mm の風化礫、有

機質粘土、腐植木片混じる。 

下部 

粘性土 
Dc1 

粘土 

シルト質粘土 

砂混り粘土 

砂質粘土 

礫混り粘土 

粘土質砂 

砂 

粘土混り砂礫 

粘土主体。細砂～中砂が全体に混じる。

低含水。一部、φ2～70mm の礫、炭化物

混じる。部分的に砂が主体となる。低

含水。 

下部 

砂礫 
Dg1 

粘土混り砂礫 

粘土質砂礫 

砂礫 

玉石混り粘土質砂礫 

玉石混り砂礫 

φ2～30mm の角～亜角礫主体。粘土混じ

る。細砂～粗砂充填する。コア長 50～

100mm 程度の玉石点在する。 
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2）地層推定断面図 

（1）地層推定断面位置 

 図 6-1 に地層推定断面位置を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 地層推定断面位置（S=1:1,000） 
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（2）地層推定断面図 

図 6-2 に調査地の地層推定断面図を示す。 

表土（Ts）は、Bor.No.3 および Bor.No.4 で確認される現耕作土からなる。Bor.No.3、

Bor.No.4 で確認される耕作土の層厚は 0.5～0.6m 程度である。 

盛土（B）は、Bor.No.6 で確認される運動公園の盛土からなる。運動公園の盛土は、Bor.No.6

地点で 5.0m の層厚が確認される。 

池底堆積物（Pd）は、西の池では、Bor.No.1 で層厚 1.45m、Bor.No.2 で層厚 0.8m となる。

また、調整池では、Bor.No.5 で層厚 1.15ｍにて確認される。 

上部粘性土層（Dc2）および上部砂礫層（Dg2）は、表土（Ts）、盛土（B）および池底堆

積物（Pd）の下位に分布する。層厚は 2～5m 程度で確認される。下位に上部粘性土層（Dc2）、

上位に上部砂礫層（Dg2）という構成となるが、Bor.No.3 および Bor.No.4 地点では、上部

砂礫層（Dg2）の上位にさらに上部粘性土層（Dc2）の分布が確認される。 

下部粘性土層（Dc1）および下部砂礫層（Dg1）は、上部粘性土層（Dc2）の下位に分布し

ている。主に下部砂礫層（Dg1）からなるが、Bor.No.1、Bor.No.2 地点では、下部粘性土層

（Dc1）を挟む。 

Bor.No.1 から Bor.No.2 にかけては、活断層の影響により、地層面の分布高さに差が生じ

ているものと考えられる。 
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図 6-2 地層推定断面図（A 断面 H=1:500,V=1:200） 
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図 6-3 地層推定断面図（B 断面 H=1:400,V=1:200）
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図 6-4 地層推定断面図（C 断面 H=1:400,V=1:200） 
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6.2. 土質定数の提案 

 表 6-2 に土質定数の提案値を示す。 

 

表 6-2 土質定数の提案値 

地層名 記号 
代表 

N 値 

単位体積重量 せん断強度定数 

湿潤重量 

γt 

（kN/m3） 

飽和重量 

γsat 

（kN/m3） 

粘着力 

c 

（kN/m2） 

せん断 

抵抗角 

φ（°） 

表土 Ts － 13 14 11 0 

盛土 B 19 17 18 0 34 

池底堆積物 Pd － 13 13 6 0 

上部砂礫層 Dg2 14 19 20 0 31 

上部粘性土層 Dc2 6 15 15 33 0 

下部粘性土層 Dc1 14 15 16 87 0 

下部砂礫層 Dg1 33 20 21 0 40 

＜設定方法＞ 

・代表 N値：特異値等を除いた各層の平均 N 値、N値がないものは設定なし 

・単位体積重量：土質区分を用いて「建築基礎構造設計指針」より設定 

        室内土質試験を実施したものは試験値を採用 

・せん断強度定数：N 値を用いて「建築基礎構造設計指針」より設定 

         室内土質試験を実施したものは試験値を採用 

         SW 結果から推定できるものはその結果から推定 
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（ Pd ）
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1）代表 N 値 

 N 値が確認されている地層については、地層毎に N 値を集計し、特異値等を除いた平均値

を代表 N 値とする。特異値の除去の目安として、特異値を除いた平均値が、全体の中央値

を上回らないようにする。 

 

＜各層の代表 N 値＞ 

  表土（Ts）      －（※深度が浅く N 値がないため、代表 N値は設定しない） 

  盛土（B）       19 

  池底堆積物（Pd）   －（※唯一確認の N 値は礫影響により過大と判断し、代表 N

値は設定しない） 

  上部砂礫層（Dg2）   14 

  上部粘性土層（Dc2）   6 

  下部粘性土層（Dc1）  14 

  下部砂礫層（Dg1）   33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-5 各層の N 値の分布（1） 
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図 6-6 各層の N 値の分布（2） 
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2）単位体積重量γ 

（1）池底堆積物（Pd）、上部粘性土層（Dc2） 

 池底堆積物（Pd）、上部粘性土層（Dc2）では、室内土質試験が行われているため、試験

により求まる値を地層の単位体積重量とする。 

 

［池底堆積物（Pd）］ 

湿潤体積重量γt：室内土質試験の試験値より、 

湿潤密度:1.308 g/cm3×9.807=12.83kN/m3 → 13kN/m3 

飽和体積重量：下記計算式より、 

γsat=(ρs+ρw×e)/(1+e)=(2.519+1.000×3.576)/(1+3.576) =1.332g/cm3  

飽和密度:1.332 g/cm3×9.807=13.06kN/m3 → 13kN/m3 

 

［上部粘性土層（Dc2）］ 

湿潤体積重量γt：室内土質試験の試験値より、 

湿潤密度:1.547 g/cm3×9.807=15.17kN/m3 → 15kN/m3 

飽和体積重量：下記計算式より、 

γsat=(ρs+ρw×e)/(1+e)=(2.437+1.000×1.657)/(1+1.657) =1.541g/cm3  

飽和密度:1.541 g/cm3×9.807=15.11kN/m3 → 15kN/m3 

 

＜各層の単位体積重量＞ 

  池底堆積物（Pd）   湿潤 13kN/m3、飽和 13kN/m3 

  上部粘性土層（Dc2）  湿潤 15kN/m3、飽和 15kN/m3 
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（2）表土（Ts）、盛土（B）、上部砂礫層（Dg2）、下部粘性土層（Dc1）、下部砂礫層 1（Dg1） 

単位体積重量は、土質区分に応じて「建築基礎構造設計指針」の目安値を参考に設定す

る。表中の「ゆるい」、「密な」は表 6-4 を参考にする。「中位」のものは「ゆるい」と「密

な」の中間値とする。 

 

＜各層の単位体積重量＞ 

  表土（Ts）      湿潤 13kN/m3、飽和 14kN/m3 

  盛土（B）       湿潤 17N/m3、飽和 18kN/m3 

  上部砂礫層（Dg2）   湿潤 19kN/m3、飽和 20kN/m3 

  下部粘性土層（Dc1）  湿潤 15kN/m3、飽和 16kN/m3 

  下部砂礫層（Dg1）   湿潤 20kN/m3、飽和 21kN/m3 

 

表 6-3 土の単位体積重量（kN/m3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「（社）日本建築学会；建築基礎構造設計指針、p.30、2019 年 11 月」より） 

 

表 6-4 Ｎ値と相対密度，コンシステンシーとの関係 

砂 

Ｎ値 相対密度 

粘 
 
 

土 

Ｎ値 コンシステンシー 

0～4 非常にゆるい 2 以下 非常にやわらかい 

4～10 ゆるい 2～4 やわらかい 

10～30 中位の 4～8 中位の 

30～50 密な 8～15 かたい 

50 以上 非常に密な 15～30 非常にかたい 

  30 以上 固結した 

（「（社）日本道路協会；道路土工－土質調査指針、p.152、1986 年」より） 
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3）せん断強度定数 c・φ 

（1）池底堆積物（Pd）、上部粘性土層（Dc2） 

 池底堆積物（Pd）、上部粘性土層（Dc2）では、乱れの少ない試料による三軸圧縮試験（UU）

が行われているため、試験により求まる値を地層の強度定数とする。 

 

＜各層のせん断強度定数＞ 

  池底堆積物（Pd）   c＝ 6 kN/m2、φ＝0° 

  上部粘性土層（Dc2）  c＝33 kN/m2、φ＝0° 

 

（2）表土（Ts） 

 表土（Ts）は、スウェーデン式サウンディング結果より、一軸圧縮強さ qu を推定し、そ

れより粘着力 c を設定する。せん断抵抗角φ=0 とする。 

 Bor.No.3近くのスウェーデン式サウンディングSW No.3 R40より、Ts層部分のWswを 500N

と想定すると、 

   qu＝0.045×500＋0.75×0＝22.5kN/m2 

   ｃ＝qu／2＝11.25kN/m2 → 11kN/m2 

（Bor.No.4 地点の SW はバラツキが大きいため、Bor.No.3 近くの SW 結果を使用した） 

 

＜各層のせん断強度定数＞ 

  表土（Ts）   c＝ 11kN/m2、φ＝0° 

    

 

 

 

（「（公社）地盤工学会；地盤調査の方法と解説、p.331、2013 年 3 月」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-7 スウェーデン式サウンディング結果（SW No.3 R40） 

  

Ts 層部分 
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（3）下部粘性土層（Dc1） 

 下部粘性土層（Dc1）は、試験等がないため N 値より、一軸圧縮強さ qu を推定し、それ

より粘着力 c を設定する。せん断抵抗角φ=0 とする。 

 N 値を 14 とすると、 

   qu＝12.5×14＝175kN/m2 

   ｃ＝qu／2＝87.5kN/m2 → 87kN/m2 

 

＜各層のせん断強度定数＞ 

  下部粘性土層（Dc1）   c＝ 87kN/m2、φ＝0° 

    

qu＝12.5N 

ここに、N：N 値（回） 

（「（公社）地盤工学会；地盤調査の方法と解説、p.308、2013 年 3 月」より） 

 

（4）盛土（B）、上部砂礫層（Dg2）、下部砂礫層 1（Dg1） 

 盛土（B）、上部砂礫層（Dg2）、下部砂礫層（Dg1）は、N 値よりせん断抵抗角φを推定す

る。粘着力 c=0 とする。 

 

［盛土（B）］ 

 N 値を 19 とすると、 

   φ＝√（20×19）＋15＝34.49°→ 34° 

［上部砂礫層（Dg2）］ 

 N 値を 14 とすると、 

   φ＝√（20×14）＋15＝31.73°→ 31° 

［下部砂礫層（Dg1）］ 

 N 値を 33 とすると、 

   φ＝√（20×33）＋15＝40.69°→ 40° 

 

＜各層のせん断強度定数＞ 

  盛土（B）         c＝ 0 kN/m2、φ＝34° 

  上部砂礫層（Dg2）     c＝ 0 kN/m2、φ＝31° 

  下部砂礫層（Dg1）     c＝ 0 kN/m2、φ＝40° 

 

 

ここに、N：N 値（回） 

（「（社）日本建築学会；建築基礎構造設計指針、p.30、2019 年 11 月」より） 
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6.3. 設計・施工上の留意点 

 以下に、設計・施工上の留意点を示す。 

 

＜軟弱地盤の分布について＞ 

 「宅地防災マニュアル」に記載される軟弱地盤として該当するのは、池底堆積物（Pd）、

表土（Ts）が該当する（参考文献 6-1参照）。表土（Ts）は層厚が 0.5～0.6m 程度であるが、

池底堆積物（Pd）は、厚いところで 1.5m 程度の層厚となる。 

 

参考文献 6-1 軟弱地盤の判定の目安（宅地防災マニュアル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「宅地防災研究会；宅地防災マニュアルの開設＜第二次改定版＞〔Ⅱ〕、pp.25,28、平成 19 年 12 月」より） 

 

 池底堆積物（Pd）では、乱れの少ない試料を採取してその特性を把握している。圧密降

伏応力は 9kN/m2 となり、概ね全土被り圧と一致する。池の水を向いた状態で盛土を行うと、

圧密沈下を生じる状態であることが伺える（図 6-8 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-8 圧密降伏応力と土被り圧の関係（Pd 層、Bor.No.1） 
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 また、自然含水比は 136.9%であり、液性限界 105.2%を上回っている。掘削等で乱すと液

状となることが想定されるため、そのままの状態での掘削、運搬は難しいと考えられる。

地盤改良等の対策が必要と考えれる。 

セメント系固化材による地盤改良等を検討する場合は、地層中に有機分を含むため、必

要な固化材が多くなる可能性がある。事前に配合試験を行い、固化材添加量を設定するこ

とが望ましい。 

上部粘性土層（Dc2）中にも、一部 N 値 3 程度となる部分が確認されたため、乱れの少な

い試料を採取してその特性を把握している。圧密降伏応力は 159kN/m2 となり、過圧密状態

にある。盛土高さにも関係するが、数 m程度の盛土では圧密沈下は生じない状態にあると

考えられる（図 6-9 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-9 圧密降伏応力と土被り圧の関係（Dc2 層、Bor.No.3） 

 

＜液状化判定の対象層について＞ 

 本調査地の基礎地盤は、洪積層で構成される。そのため、原則的に液状化判定の対象と

はならない。 

液状化判定を行う際には、耐震設計上の基盤面を想定する必要がある。耐震設計上の基

盤面を N 値から推定する場合は、砂質土では N値 50 以上が目安となる。本調査では、部分

的に N値 50 以上は確認されるものの、地層全体として N値 50 以上を示すものはなく、耐

震設計上の基盤面は確認できていない状態である。 

 

＜地下水位について＞ 

 Bor.No.3、Bor.No.4 地点の耕作土部では、ボーリング時に GL-2～-3m 前後に水位が確認

される。これ以深の床掘等を検討する際には、地下水の想定が必要と考えられる。 

 Bor.No.6 地点の運動公園部では、ボーリング時に明確な水位が確認できなかったが、他

地点のボーリング状況から、基礎地盤の表面付近に存在するものと考えられる。 
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＜支持層について＞ 

 支持層の定義は対象物によって異なるため、現時点でどの層が支持層に該当するのか判

定することは困難であるが、下部砂礫層（Dg1）は N 値 20 以上を示し、層厚も厚く、支持

層の候補となる地層である。ただし、Bor.No.1地点やBor.No.2地点では、下部粘性土層（Dc1）

を挟むため、杭基礎等を検討する場合は留意が必要であり、基礎位置でのボーリング調査

が必要と考えらえる。また、下部砂礫層（Dg1）中には、ボーリングにてコア長 10cm 程度

までの玉石を多く含んでいる。ボーリングで採取されるコアは実際の最大礫径と異なり、

実際の礫径は、ボーリングでの確認礫径の 3倍程度とされる場合が多い（図 6-10 参照）。

よって、3 倍程度までの混入を想定しておく必要がある。同じく杭基礎等を検討する場合は

留意が必要である。 

 

 

玉石・礫の堆積とボーリング      ボーリングで観察される礫・玉石径 

図 6-10 最大礫径の推定 

（「近代図書；ボーリングデータの見方と活用ノウハウ、pp.120～126、1995 年 1 月」より） 

 

 

以 上 
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Dc2
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Dc2

地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2
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地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2
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地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
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粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2
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粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称
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粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称
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四
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粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2
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粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2
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CO

AS AS
CO

CO

S=1:200(A3)

DL=80.00

NO.4

GH=85.99

FH=

Pd

Dg1

Ts

Dc2

Dg2

地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2



COCO

フェンスH=5.0m

AS

CO

AS

CO
CO

S=1:200(A3)

DL=85.00

NO.5

GH=87.82

FH=

Dg1

Ts

Dc2

Dg2

地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2



CO

AS

CO

フェンスH=5.0m

CO

AS

ASCO

S=1:200(A3)

CO

DL=85.00

NO.6

GH=88.55

FH=

Ts

Dc2

Dg2

Dg1

地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2



GL-80m

Dg2

Dc2

Dg1

B

地層記号 記事

粘土主体。主に耕作土。

細砂～粗砂が全体に混じる。

細砂～粗砂主体。2～40㎜の亜角～角礫が全体に混じる。

礫は風化し、軟質になっている。

高含水の粘土主体。細砂が全体に混じる。

部分的にシルトが全体に混じる箇所がある。

2～15mmの亜円～亜角礫主体。細～粗砂が充填する。

粘土が全体に混じる。

粘性土主体。細～粗砂が全体に混じる。

2～20mmの亜角～亜円礫が混じる。

下部砂礫層に挟まる粘性土層。

細～粗砂全体に混じる。わずかに砂層を挟むこともある。

2～70mmの礫主体。細砂～粗砂が充填する。

50～100mmの粗石が点在する。
Dg1下部砂礫

池底堆積物

洪積層
更
新
世

現
世

地質年代 地層名称

表土 粘性土

第
四
紀

下部粘性土 Dc1

盛土

Ts

砂礫 B

粘性土 Pd

上部砂礫 Dg2

上部粘性土 Dc2
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コア写真およびボーリング柱状図 
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